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幸
若

『信
田
』
･
大
内

は
じ
め
に

し
だ

辛
苦
舞
の

一
曲
に
作
品

『
信
田
』

が
あ
る
｡
舞
と
い
え
ば
織
田
信
長
桶
狭

間
出
陣
の
際
の

『敦
盛
』
の
一
節
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
｡【化

】

此
時
､
信
長
敦
盛
の
舞
を
遊
ば
し
候
｡
人
間
五
十
年

下

天

の
内
を
く
ら
ぶ

れ
ば
夢
幻
の
ご
と
く
な
り
-
-
(註-
)

信
長
の
例
は
舞
享
受
史
の
一
端
で
あ
る
が
､
織
豊
時
代
の
後
､
徳
川
天
下
太

平
の
世
に
至
り
舞
は
保
護

･
式
楽
化
せ
ら
れ
て
衰
微
し
た
｡
平
成
現
在
'
舞
の

一
流
派
が
九
州
大
江
に
遣
る
の
み
｡

作
品
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
同
様
へ
そ
の
流
行
期
も
短
く
､
か
つ
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴

を
な
す
素
材
内
容
が
義
経
な
ど
判
官
物

･
曽
我
物
に
傾
き
､
舞
を
演
ず
る
主
目

的
は
武
人
振
武
の
気
風
鼓
吹
､
ひ
ろ
い
国
民
の
要
求
に
応
え
ら
れ
た
か
等
々
の

点
か
ら
研
究
者
人
口
も
比
較
的
少
な
く
研
究
史
的
に
も
揺
藍
期
に
あ
る
の
が
実

情
で
あ
り
'
『
信
田
』
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
｡

以
下
､
『
信
田
』
作
品
内
部
の
特
定
箇
所
､
山
口
の
守
護
大
名

･
大
内
氏
に

関
す
る
本
文
分
量

一
行
二
行
程
度
の
箇
所
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
注
釈
書
な
ど

が

｢未
詳
｣
と
す
る
部
分
な
ど
三
箇
所
①
極
楽
市
②
朝
倉
③
大
内
の
郡
に
考
察

を
加
え
て
み
た
い
｡
考
察
対
象
文
献
を
次
に
掲
げ
る
｡

A

『幸
若
小
八
郎
正
本

幸
若
舞
曲

三
十
六
種

上
巻
』

白

石

一

美

古
典
研
究
会
叢
書
第
二
期

(国
文
学
)
19
73
.
8
汲
古
書
院

横
山

重
旧
蔵

･
慶
鷹
義
塾
図
書
館
所
蔵
写
本
の
写
真
縮
小
版

｢幸
若
舞
の
直
接
の
関
係
者
の
間
で
書
写
さ
れ
た
､
い
わ
ゆ
る
正
本
｣

で
あ
り
､
｢書
写
奥
書
の
通
り
慶
長
十
四
年
頃
の
書
写
で
あ
ろ
う
｡
｣

(下
巻
解
題

p915-9
2
0
)

B
笹
野

堅
編

『
幸
若
舞
曲
集
』
(全
二
筋
の
う
ち
本
文
篇
)

【活
字
本
】

(本
集
所
収

『信
太
』
の
底
本
は

｢毛
利
家
本
｣
)

)943
1
)
2
第

l
書
房
発
行

･
)974
.
L
L
臨
川
書
店
再
刊

C
東
洋
文
庫
3
5
5

『
幸
若
舞
1
』
〔全
2
巻
〕

)979.6
平
凡
社
発
行

(A
を
底
本
と
し
て
異
本
を
参
照
し
て
手
を
加

え
た
校
訂
本
)

D
新
日
本
古
典
文
学
大
系
59

『舞
の
本
』

19
94.
7
岩
波
書
店
発
行

(本
大
系
所
収

『信
田
』
の
底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
)

『
安
寿
と
厨
子
王
』
の
変
形
と
も
言
う
べ
き

『信
田
』
の
粗
筋
を
省
略
し
て

問
題
場
面
の
み
記
す
｡

こ
こ
は
姉
女
が
乳
母
を
と
も
な
っ
て
弟
信
田
小
太
郎
の
行
方
を
尋
ね
て
諸
国

を
行
脚
す
る

一
節
で
あ
り
､
そ
の
直
前
に
は
九
州
の
地
名
が
列
挙
せ
ら
れ
､
直



白 石 一 美

後
に
は
播
磨
の
国
の
地
名
が
現
れ
る
｡
弟
は
九
州
に
居
な
か
っ
た
｡
【現
山
口

県

へ
】
次
は
兵
庫
県

へ
と
展
開
す
る
｡
そ
の
山
口
関
係
の
全
文
が
次
の
A
B
等

で
あ
る
｡

A
す
ほ
う
の
園
に
さ
し
か
～
り
大
内
の
郡
極
楽
市
と
聞
か
ら
に

立
と
ど
ま
り
て
ぞ
尋
け
る

(上
巻

p
16
8
)

Tま

B
周
防
の
園
に
さ
し
か
～
り
｡
お
う

ち
の
こ
は
り
朝
倉
や
｡

極
楽
市
と
聞
か
ら
に
立
留
り
て
そ
た
つ
ね
け
る

(本
文
篇

p
9
4
)

次
の
C
註
は
特
定
の
地
名
寺
院
名
を
求
め
る
か
の
解
で
あ
る
｡
白
石
は
別
の

解
釈
を
し
て
み
た
い
｡
い
く
つ
か
の
見
方

･
説
明
法
が
あ
る
の
だ
が
､
便
宜
へ

国
文
法
を
用
い
れ
ば
､
｢大
内
の
郡

(又
は
朝
倉
)
｣
と

｢極
楽
市
｣
の
関
係
を

主
語

･
述
語

(何
々
は
何
々
で
あ
る
)
の
関
係
に
捉
え
る
｡

つ
ま
り
本
文
C
は

全
文
山
口
県
内
で

一
括
処
理
可
能
と
判
断
す
る
｡

す
は
う

(こ
は
り
)
(二
七
九
)

(二
八
〇
)

(ご
く
ら
く
い
ち
)
(二
八

二

C
周

防

の
国
に
さ
し
か
か
り
､
大
内
の

郡

〔
朝

倉

や

〕
､
極

楽

市

と

と
ど

聞
く
か
ら
に
'
立
ち

止

ま
り
て
ぞ
尋
ね
け
る
｡

(p
2
0
0
)

【

C
註

(p2
3
4
)
】

二
七
九

周
防
国

(現
､
山
口
県
)
吉
敷
郡
に
大
内
の
地
が
あ
る
｡

こ
こ
か
｡
現
在
の
山
口
県
山
口
市
大
内
付
近
に
あ
た
る
｡

二
八
〇

〔

〕
内
は
'
毛
本

【白
石
註

毛
利
家
本
の
略
記
】
に
よ
っ

て
補
入
｡
未
詳
｡
石
見
国

(島
根
県
)
安
濃
郡
波
蘭
､
但
馬
国

(兵
庫
県
)
出
石
郡
宿
南
な
ど
の
中
に
､
朝
倉
の
地
が
あ
る
｡

二
八

一

未
詳
｡
｢極
楽
寺
｣
か
｡
安
芸
国

(広
島
県
)
佐
伯
郡

白
砂

(現
､
湯
来
市
白
砂
)
に
極
楽
寺
が
あ
る
｡
こ
こ
か
｡

次
に
D
の
本
文
と
註
を
掲
げ
る
｡

一五

一六

一七

す
は
う

お

ほち

こほり
あ
さく
ら

ごくらくいち

D
周
防
の
国
に
さ
し
か
～
り
､
大

内

の

郡
､
朝
倉
や
､

極楽市
と

き

(た
ち
)
と
ゞ

(た
づ
ね
)

聞

く
か
ら
に
､

立

止

ま

り
て

尋

け

り
｡

(p
9
8
)

【

D
註

(p98
)
】

一
五

現
山
口
県
山
口
市
大
内
か
｡

一
六

未
詳
｡

一
七

未
詳
｡
｢極
楽
寺
｣
と
す
る
と
現
広
島
県
廿
日
市
市
白
砂

に
あ
る
｡

c
D
二
つ
の
註
に
共
通
す
る
特
徴
は
､
例
え
ば
註

一
五
､
山
口
市
内
に
現
在

遣
る
小
地
区
名

｢大
内
｣
を
挙
げ
て
不
可
解
で
あ
る
｡
(領
主
た
る
守
護
大
名

の
姓
と
註
す
れ
ば
納
得
で
き
る
｡
)
山
口
市
内
に
現
存
す
る

｢朝
倉
｣
を

｢未

詳
｣
と
す
る
た
め
､
註

一
五

･
註

一
六
間
の
矛
盾
は

一
般
読
者
に
顕
在
化
し
な

い
｡
白
石
は
大
地
域

【
周
防
の
国
】
･
中
地
域

【大
内
の
郡
】
･
小
地
域

【朝

倉
】
と
い
う
認
識
で
あ
り
､
山
口
市
内
の
小
地
区
名

｢大
内
｣
-

小
地
区
名

｢朝
倉
｣
は
矛
盾
に
陥
る
｡

二

以
下
､
各
論
に
移
る
｡

註
番
号
D
一
七

･
一
六

二

五
の
順
に
細
か
く
検
討
す
る
｡

仏
教
語

｢極
楽
｣
に
引
か
れ
､
且
つ
ま
た
古
い
写
本
テ
キ
ス
ト
を
想
起
し
て

古
く
は
｢市
｣
は

｢し
｣
と
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
た
と
想
像
す
れ
ば
極
楽
寺
な

2



る
寺
院
名
が
註
に
現
れ
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
｡
寺
院
が
特
定
さ
れ
て
い
れ

27

ば
弟
捜
し
は
極
く
楽
で
あ
る
｡
だ
が
該
当
す
る
寺
院
が
無
い
｡

と
こ
ろ
で
極
楽
を
分
解
す
れ
ば
極
と
楽
よ
り
成
り
､
語
の
根
幹
は
楽
に
あ
り
､

と
て
も
楽

･
は
な
は
だ

｢と
り
わ
け
て
｣
楽
の
意
で
あ
る
｡
｢極
楽

･
市
=

寺
｣

な
る
成
語
認
識
も
あ
る
が

｢極

･
楽
市
｣
な
る
成
語
認
識
も
あ
る
か
と
思
う
｡

楽
市
は
歴
史
用
語
で
あ
り
､
い
わ
ゆ
る
楽
市
楽

(無
)
座
の
意
｡
同
業
者
団

体

(座
)
の
無
い
自
由
市
場
で
あ
る
｡
信
田
は
京
都
博
労
座
の
人
身
売
買
商
人

の
手
を
皮
切
り
に
売
ら
れ
売
ら
れ
て
諸
国
を
流
転
す
る
身
で
あ
る
｡
信
田
を
人

ア
シ
-
ル

ご
み
の
中
に
捜
す
か
､
そ
れ
と
も
言
わ
ば
縁

切

り寺
か
｡

幸若 『信田』･大内

｢極
楽
市
｣
に
は
こ
の
ほ
か
韻
律
調
整
や
文
芸
技
法

(掛
詞
と
し
て
の
極
楽

若
干
の
仏
教
意
識
)
が
こ
め
ら
れ
る
｡
幸
若
太
夫
が

｢山
口
の
町
は
無
税
免
税

商
売
繁
昌
､
住
民
も
極
楽
極
楽
｣
と
当
地
と
そ
の
領
主
の
繁
栄
を
祝
言
す
る
と

き
､
姉
女
と
舞
太
夫
と
領
主
観
客
が
三
位

一
体
と
な

っ
て
心
躍
る
場
が
目
前
に

現
れ
る
｡
謡
い
語
ら
れ
る
声
の
例
を
次
に
見
る
｡
所
謂
七
五
調
の
韻
律
文
体
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

RB
す
は
う
の
く
に
に

お
う
ち
の
こ
は
り

ご
く
ら
く
い
ち
と

た
ち
ど
ま
り
て
ぞ

さ
し
か
ゝ
り

あ
さ
く
ら
や

き
く
か
ら
に

た
づ
ね
け
る

【毛
利
家
本
B
P94
に
拠
り
､
こ
れ
を
濁
音
平
仮
名
化
o

･
は
白
石
】

右
の
要
領
で
A
を
平
仮
名
化
す
れ
ば
､
そ
の
リ
ズ
ム
は
前
掲

B,
毛
利
家
本
ほ

ど
に
は
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
｡

ま

A
す
は
う
の
く
に
に

･
さ
し
か
ゝ

り

･

お
う
ち
の
こ
は
り

･

ご
く
ら
く
い
ち
と

･
き
く
か
ら
に

･

た
ち
と
ゞ
ま
り
て
ぞ

･
た
づ
ね
け
る

(A
上
巻

pt68
下
段

写
真
影
印
版
に
拠
る
)

(九
州
の
内
に
信
田
小
太
郎
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
)

大
内
の
郡
は
と
り
わ
け
て
商
業
活
動
の
活
発
な
と
こ
ろ
と
き
く
｡

往
来
頻
繁
の
雑
踏
に
偉
め
ば
小
太
郎
が
み
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
｡

大
内
の
郡
に
た
ち
と
ど
ま
っ
て
尋
ね
探
し
た
｡

(だ
が
弟
を
周
防
国
内
に
見
出
し
得
ず
､
次
は
播
磨
の
国

へ
)

以
上

こ
の
項
に
お
け
る
小
結
論
と
し
て
､
あ
る
地
区
の
寺
院
を
特
定
す
る

の
も
研
究
の

一
方
法
か
と
思
う
が
､
該
当
寺
院
が
見
当
ら
な
い
｡
白
石
は
歴
史

用
語

｢楽
市
｣
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
｡

三

前
記
の
註

一
六
な
ど
に

｢未
詳
｣
の

｢朝
倉
｣
に
つ
い
て

朝
倉
は
山
口
市
湯
田
温
泉
近
く
に
存
在
し
､
山
口
市
朝
倉
町
の
郵
便
番
号
は

〒
7
5
3
I
O
O
6
)
で
あ
る
｡
(『
平
成
19
年
度
版
郵
便
番
号
簿
』
p
3
0
0
)

山
口
市
地
図
に
よ
れ
ば
朝
倉
町
の
南
東
に
隣
接
し
て
神
田
町
､
東
に
荻
町

･

糸
米

･
白
石

･
亀
山

･
滝
町

-
‥
の
地
名
が
み
え
､
朝
倉
よ
り
湯
田
温
泉
街

へ
は
地
図
上
南
に
ー∽
0
0
米
程
度
で
あ
る
｡

｢NO=
年
初
夏
の
宿
泊
プ
ラ
ン

全
国
お
す
す
め
の
宿
｣
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

(国
家
公
務
口貝
共
済
組
合
連
合
会
宿
泊
事
業
部
20
Lt.4
頃
発
行
)
が
あ
る
o

こ
の
K
K
R
の
パ
ン
フ
に

｢K
K
R
山
口
あ
さ
く
ら

(胤
083-922-3268)｣
と
あ

る
o
た
だ
し
場
所
は
山
口
県
山
口
市
神
田
町
2I
L8と
あ
り
朝
倉
町
標
示
で
は

な
い
｡
朝
倉
郷
八
幡
宮
の
供
料
田
神
田
由
来
か
｡



白 石 一 美

江
戸
後
期

の
『
防
長
風
土
注
進
案
』

【第
13
巻
p
23
6-
24
9
参
照
】
に

朝
倉
川

＼
八
幡
宮

朝
倉
に
あ
り

朝
倉
と
糸
米

と
は
相
隣
れ
る
里
な
れ

･ま
‥
‥
‥

と
あ
る
｡

舞
以
前
､
中
世
前
期
､
鎌
倉
時
代
の
朝
倉
関
係
文
献
資
料
に
つ
い
て
は
､
御

･12
2
3

薗
生
翁
甫
の

『
防
長
地
名
淵
鑑
』
(註
-)第
七
章
吉
敷
郡
之
上
に
貞
応
二
年
の
文

1
3
7
7

書

｢-
-
周
防
朝
倉
庄
｣
･
｢朝
倉
郷
八
幡
宮
｣
(永
和
三
年
銘
文
)
な
ど
を
載
せ

て
い
る
｡

『
陰
徳
太
平
記
』
に

｢か
く
て
義
隆
卿
法
泉
寺
を
出
で
給
ひ
て
､
糸
伊
根
､

朝
倉
､
大
坂
を
越
え
､
八
小
路
の
谷
を
足
に
任
せ
て
落
ち
行
き
給
ふ
､
｣
(巻
19

pU〇〇
と
あ
り
､
そ
の
母
胎
本

『
陰
徳
記
』
に
も
見
え
る
｡

高
橋
文
雄
著

『
続

･
山
口
県
地
名
考
』
毒
-
)

朝
倉
の
項
に
次
の
如
く
記
す
｡

山
口
市
湯
田
地
区
で
現
在
は
朝
倉
町
と
い
う
が
'
古
く
は
朝
倉
庄
と
い
っ

た
｡
京
都
祇
園
社
に
寄
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
､
の
ち
に
は
､
国
街

に
属
し
て
東
大
寺
造
営
料
所
に
な

っ
た

(『
地
名
淵
鑑
』
)
｡
慶
長
五
年
以

後
の
も
の
に
朝
倉
村
と
あ
る
が

『
注
進
案
』
以
後
は
下
宇
野
令
村
の
う
ち

と
な

っ
て
い
る
｡

一
説
に
上
代
の
吉
敷
郡
家
が
置
か
れ
た
所
と
い
う
が
明
ら
か
で
な
い
｡

し
か
し
幕
末
ま
で
山
口
か
ら
萩
方
面

へ
の
幹
道
は
荻
峠
を
越
し
て
こ
こ
を

通
り
､
吉
敷
か
ら
大
峠
を
越
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
｡
(p4-
5)

実
は
右
書
に
こ
の
ほ
か
山
口
県
内
の
朝
倉
数
カ
所
を
あ
げ
'
そ
の
中
に
は
大

和
町
塩
田

･
束
荷
な
ど
旧
周
防
国

【熊
毛
郡
】
の
も
の
も
あ
る
｡
勘
案
の
結
果
､

26

領
主
所
在
の
山
口
市
に
絞

っ
た
｡

以
上
､
山
口
市
に
お
け
る
朝
倉
の
実
在
を
確
認
し
た
｡

四

｢大
内
｣
は
山
口
居
住
の
守
護
大
名
の
私
の
姓
で
あ
る
｡
こ
れ
を
被
修
飾
部

の
公
の

｢郡
｣
と
結
ん
で
全
体
と
し
て
ど
う
解
釈
す
る
か
､
幸
若
舞
太
夫
の
お

世
辞
讃
称

･
(大
内
氏
自
身
の
)
私
称

･
俗
称

二

一重
基
準
な
ど
考
え
ら
れ
る

が
難
解
で
実
証
的
結
論
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
｡
以
下
､
研
究
ノ
ー
ト
風
に
ラ
ン

ダ
ム
に
記
す
｡

国
郡
制
度
上
'
現
山
口
市
の
市
域
は
十
世
紀
の
延
書
式

･
倭
名
類
衆
紗
に
見

よ
し
き

え
る
よ
う
に
古
く
よ
り
周
防
国

吉

敷

郡
の
う
ち
で
あ
る
｡
中
世
文
書
に
も
吉
敷

郡
と
あ
り
大
内
郡
と
い
う
舞
作
品
に
見
え
る
表
現
は
異
色
で
あ
る
｡

き
よ
し

近
藤
清

石

の

『
大
内
氏
実
録
』
(管
)に
よ
れ
ば
大
内
氏
の
山
口
居
住
は
弘
世

に
始
ま
る
と
い
う
｡
以
来
､
大
内
義
隆
の
法
泉
寺
脱
出

･
大
津
郡
に
て
自
殺

()55).9
.)
)

に
至
る
概
算
二
百
年
間
が
大
内
氏
の
山
口
居
住

･
治
世
で
あ
り

都
で

あ
っ
た
｡

こ
こ
で

『
信
田
』
作
品
中
に

｢大
内
の
郡
｣
に
代
え
て

｢吉
敷
の
郡
｣
を
前

掲
本
文
A
に
代
入
す
る
と
作
品
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
化
す
る
｡
大
内
氏
と
い
う

人
間

･
感
情
の
立
ち
入
る
余
地
な
き
客
観
的
表
現
と
な
る
｡
と
こ
ろ
で
吉
敷
郡

の
郡
域
は
広
く
(含
山
口
県
防
府
市
域
)
､
｢吉
敷
の
郡
は
極
楽
市
｣
と
は
い
え

郡
内
に
草
深
い
郷
や
片
山
里
も
存
在
す
る
わ
け
で
あ
り
､
姉
女
の
探
訪
上
か
ら

も
作
品
の
意
図
を
十
全
に
み
た
す
表
現
と
は
考
え
難
く
､
こ
の
吉
敷
郡
よ
り
も

狭
い
繁
栄
特
区
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
｡

前
述

『
大
内
氏
実
録
』
に
代
々
の
大
内
氏
壁
書

(法
令

･
捉
書

･
禁
制
)
を

収
め
て
お
り
､
上
述
の
特
区
を
ど
う
表
現
し
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
る
と

｢山

口
中
｣

()46).
6
.
29
PLL7
･
)48
7
1
2.22

PL36
)
を
見
出
す
o

(そ
の
他

｢市
町
｣

(pt43
)
･
｢ま
ち
｣

(p
t2
9
)

な
ど
)

4



韻
律
を
無
視
す
れ
ば

｢す
は
う
の
国
に
さ
し
か
か
り

･
山
口
中
は
極
楽
市
と

25

聞
く
か
ら
に
｣
･
｢-
-
さ
し
か
か
り
山
口
の
町
極
楽
市
-
-
｣
な
ど
と
表
現
可

能
で
あ
る
が
､
現
実
に
は
大
内
な
る
大
名
固
有
の
姓
を

｢郡
｣
に
か
ぶ
せ
て
い

る
｡
古
代
以
来
の
郡
名
吉
敷
を
削
り
取
り
私
物

･
私
郡
化
す
る
が
如
き
呼
称
で

あ
り
､
国
郡
制
度
上
､
理
論
的
に
用
法
そ
れ
自
体
無
理
が
あ
る
｡
し
か
し
､
他

の
土
地
を
武
力
で
何
す
る
の
が
中
世
の
風
潮
で
あ
り
､
時
代
の
推
移
で
あ
っ
た
｡

し
か
し
大
内
氏
自
身
が

｢大
内
郡
と
呼
ぶ
よ
う
に
｣
領
民
に
強
制
し
た
と
は
者

え
難
い
｡
戦
国
時
代
の
風
潮
を
意
識

･
無
意
識
裡
に
反
映
し
た
幸
若
芸
人
に
よ

る
土
地
呼
称
表
現
で
あ
ろ
-
か
｡

幸若 『信田』･大内

国
郡
制
度
上
､
参
考
と
な
る
事
例
を
ラ
ン
ダ
ム
に
列
挙
す
る
｡

日
州
真
幸
院
諸
県
之
郡
飯
野
大
戸
-
-

(『
諏
訪
の
本
地
』
旧
奥
書

-5
2
5
.3
.
5

現
宮
崎
県
え
び
の
市
)

右
の
マ
サ
キ
院
そ
れ
自
体
は
モ
ロ
カ
タ
郡
内
の
小
地
域
に
過
ぎ
な
い
が
軍
事

上
の
重
要
拠
点
で
言
わ
ば
特
区
で
あ
り
､
郡
名
に
先
行
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
｡

豊
臣
秀
吉
の
島
津
征
伐
後
へ
島
津
氏
あ
て
秀
吉
朱
印
状
な
ど
に
古
来
の
国
郡

制
度
を
破
る
新
郡

･
異
称
そ
の
他
が
現
れ
て
国
郡
制
は
浮
動
的
で
あ
る
｡

日
向
国
真
幸
院
付

一
郡
之
事

-
‥
真
幸
郡
-
‥
-
･真
幸
郡

真
幸
院
付
郡
諸
県
之
事
-

(豊
臣
秀
吉
朱
印
状
1
5
8715
.
2
5
)

(豊
臣
秀
吉
朱
印
状
1
58
7.
5
.
2
6
)

(島
津
義
弘
あ
て
安
国
寺
恵
壕
書
状

6
.)
4)

秀
吉
島
津
征
伐
の
結
果
､
日
向
国
那
珂
郡
は
郡
境
が
変
更
さ
れ
て
古
来
の
伝

す
け
たけ

統
的
郡
制
区
画
が
い
び
つ
に
な
っ
た
｡
宮
崎
郡
を
削
っ
て

祐

兵

の
父
祖
居
住
に

由
来
す
る
日
州
中
央
部
の
郡
名
を
日
州
南
部
に
も
ち
こ
し
て
那
珂
郡
と
し
た
｡

伊
東
祐
兵
は
真
幸
郡
風
に
は
鉄
肥
郡

･
『
信
田
』
風
に
は
伊
東
郡
と
称
す
べ
き

で
あ
っ
た
か
｡

こ

ゆ

そ
の
他
'
新
納
院

(建
久
日
向
国
図
田
帳
)
は
'
日
向
国
児

湯

郡
内
の
地
で

あ
り
､
ニ
イ
ロ
氏
は
島
津
氏
の
分
家
筋
で
あ
る
｡
こ
の
ケ
ー
ス
は

『信
田
』
に

近
い
か
｡

五

｢大
内
の
郡
｣
の
本
文
解
釈

｢大
内
｣
は
私
の
語

･
｢郡
｣
は
公
の
語
ゆ

え
両
者
は
互
い
に
結
び
難
い
｡
作
品
中
の

｢大
内
｣
姓
使
用
を
認
め
れ
ば

｢郡
｣

を
削
除
し
て
大
内
氏
壁
書
に
見
え
る
よ
う
な

｢市
町
｣
･
｢ま
ち
｣
な
ど
に
変
更

し
'
さ
ら
に
作
品
内
容
の
文
脈
を
考
慮
す
れ
ば
'
こ
の

｢郡
｣
は
吉
敷
郡
よ
り

も
面
積
が
小
さ
い
繁
華
の
地
､
と
し
て
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
｡
以
上
か
ら
当

みや
こ

該
部
分
を

｢大
名
大
内
氏
居
住
の
市
町

･
(意
訳
す
れ
ば
)
大
内
氏
の

京

｣

と

解
し
て
お
き
た
い
｡
西
京
銀
行

･
西
京
高
校
な
ど
大
内
文
化
の
遺
風
は
現
存
す

る
｡一

部
前
述
し
た
が
､
以
下
作
品

『信
田
』
の
中
に
最
初
に

｢大
内
｣
な
る
請

を
使
用
し
た
人
の
使
用
目
的
や
作
品
本
文
の
整
備
方
面
に
論
究
し
た
い
｡

い
ま
書
名
を
に
わ
か
に
思
い
出
せ
ず
手
元
の
部
分
複
写
コ
ピ
ー
に
拠
る
が
､

市
古
貞
次
氏
の
御
論
だ

っ
た
と
記
憶
す
る
が
､
｢幸
若
舞
の
隆
替

戦
国
武
士

と
音
曲
｣

【初
出
は

)939.2】
と
題
す
る
論
の
中
で
'
｢大
内
義
隆
等
中
国
地

方
の
舞
の
流
行
を
語
る

記
事｣
と
し
て
陰
徳
太
平
記
を
引
用
せ
ら
れ
､
越
前
よ

り
幸
若
太
夫
が
下
向
し
､
大
内
義
隆
は
こ
れ
を
賞
翫
L
t
人
々
も
ま
た
舞
を
聴

聞
し
て
袖
を
ぬ
ら
し
た
こ
と
(巻
20
)
･
義
隆
が
幸
若
の
舞
の
上
手
小
太
夫
に
志

田

【
し
だ
=

信
田
】
烏
帽
子
折

【=
判
官
物
】
な
ど
を
舞
わ
せ
た
(巻
19
)
こ
と

を
ご
紹
介
に
な
っ
て
い
る

(
p
9
0
)
0

い
ま
陰
徳
太
平
記
に
従
え
ば
､
大
内
義
隆

()507
-
)55))
の
頃
､
作
品



白 石 一 美

『
信
田
』
が
存
在
し
た
｡
義
隆
当
時
の
作
品
内
容
は
ど
の
よ
う
な
詞
章
本
文
で

あ
っ
た
か
｡

翻
っ
て
本
文
A
と
本
文
B
を
再
び
比
較
す
る
と
き
､
A
は
五
七
調
の
韻
律
整

備
が
B
に
比
べ
て
弱
い
が
､
B
は
ほ
ぼ
完
全
に
整
備
さ
れ
て
い
る
｡

A
は
近
世
初
期
慶
長
十
E
]年
頃
に
幸
若
太
夫
た
ち
自
身
の
手
に
書
写
さ
れ
た

16
09

正
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
は
慶
長
十
四
年
よ
り
も
古

･･⊥5
5
･･⊥

い
可
能
性
が
あ
る
が
､
そ
れ
以
前
､
天
文
二
十
年
八
月
二
十
六
日
､
山
口
下
向

の
足
利
将
軍
義
輝
の
上
使

･
豊
後
大
友
宗
麟
の
使
者
を
酒
宴
に
も
て
な
す
義
隆

面
前
の
舞
興
行
に
幸
若
小
太
夫
が

｢大
内
の
郡
極
楽
市
｣
云
々
と
祝
言
す
る
こ

す
え

と
は
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
｡
時
す
で
に
至
り
大
内
家
臣

陶

隆

房
反

乱
軍
の
山
口
人
は
八
月
二
十
八
日
に
決
定
｡
山
口
中
は
強
盗
略
奪
大
騒
動
(管
)

で
あ
る
｡
こ
れ
を
よ
そ
に
作
品
中
の
姉
女
山
口
探
訪
は

(数
日
後
､
九
月

一
目

の
自
己
の
運
命
を
知
る
や
知
ら
ず
や
)
義
隆
に

一
入
の
感
興
か
と
思
う
｡

命
旦
夕
に
迫
る
と
き
､
今
生
の
思
い
出
に
幸
若
舞
を
所
望
し
た
点
に
､

当
時
の
武
士
の
斯
芸
に
対
す
る
愛
好
の
深
さ
が
察
せ
ら
れ
よ
う
｡
さ
う
し

て
請
に
応
じ
て
演
じ
た
の
が
､
義
経
最
後
の
高
館
で
あ
り
'
感
涙
を
流
し

て
聞
き
入
る
城
兵
の
姿
が
努
第
す
る
な
ど
､
ま
こ
と
に
悲
壮
で
あ
っ
て
････-

(市
古
貞
次

『
中
世
小
説
の
研
究
』
p2
0
6
)

本
文
B
毛
利
家
本
は
本
文
発
展
史
的
に
､
A
よ
り
も
新
し
い
成
立
と
考
え
ら

れ
る
｡
朝
倉
の
有
無
が
生
と
死
ほ
ど
の
差
異
を
生
む
｡
前
述
の
如
く
主
語
は
大

内
郡
で
あ
り
､
述
語
は
極
楽
市
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
朝
倉
を
追
加
し
た
た
め
朝

倉
が
主
語
と
な
っ
て
大
内
郡
は
朝
倉
に
か
ぶ
さ
る
単
な
る
修
飾
語
と
化
す
｡
七

五
の
韻
律
は
完
全
で
あ
る
が
生
気
が
な
い
｡
言
わ
ば
国
文
の
編
集
屋
の
仕
事
で

あ
り
､
大
内
氏
も
舞
太
夫
の
口
上
も
消
え
失
せ
て
姉
女
の
探
訪
先
の
み
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
化
さ
れ
て
残
る
｡
こ
の
条
'
ほ
ぼ
小
説
に
近
く
式
楽
化
せ
ら
れ
た
趣
が

あ
る
｡
朝
倉
の
有
無
が
作
品
の
生
死
を
分
か
つ
の
で
あ
る
｡
編
集
の
場
を
少
し

の
ぞ
い
て
み
た
い
｡

A
幸
若
正
本
の

【問
題
部
分
】
の
直
前
直
後
の
本
文
を
次
に
引
く
｡

A

(九
州
)
-
-
ち
く
ぜ
ん
の
国
に
い
き
の
里
遠
国
は
と
う
に
い
た
る
ま
で

名
所
は
つ
き
ぬ
物
な
り
信
太
の
小
太
郎
な
に
が
し
と
と

へ
ど
こ
た
う
る
も

の
は
な
し
筑
紫
の
内
に
く
も
り
な
し
い
ざ
や
め
の
と
是
よ
り
も
都

へ
の
ぼ

:･
'･

り
た
づ
ね
ん
と

【

】
幡
摩
の
国
に
入
ぬ
れ
ば
赤
松
河
原
-
-

問
題
の
周
防
国
の
部
分

【

】
は
抜
き
差
し
可
能
な
の
で
あ
る
｡
語
り
の

順
か
ら
都
が
ま
ず
想
念
さ
れ
､
再
び
九
州
近
く
の

【周
防
】
に
も
ど
り
播
磨

へ

と
想
念
上
､
路
順
が
乱
れ
て
煩
わ
し
い
｡
上
京
目
的
か
ら
は
寧
ろ

【

】
を
削

除
し
て
播
磨
国
が
直
ち
に
現
れ
る
ほ
う
が
無
駄
が
な
い
｡

白
石
同
様
の
感
触
が
毛
利
家
本
筆
者
に
存
し
た
の
か
､
次
の
B
本
文
は
都
云
々

を

｢中
国
さ
し
て
｣
と
改
変
す
る
｡

つ
く

し

う
ち

く
も

め

の

と

(こ
れ
)

ち
う
ご
く

B
-
-
筑

紫

の

内

に

曇

り

な
し
｡
い
ざ
や
､
乳

母

'

是

よ

り
も

中

国

さ

し
て

た
づ

はりま

あ
か
ま
つ

尋
ね
む
と
､

【

】
播
磨
の
国
に
入
り
ぬ
れ
ば
､
赤

松

河
原
-
‥(

p
9
8
)

上
井
覚
兼
日
記
に
拠
れ
ば
幸
若
舞
の
太
夫
は
宮
崎
鹿
児
島
方
面
ま
で
足
を
の

ば
し
て
い
る
｡

【

】
と
そ
の
前
後
､
土
地
名
な
ど
適
宜
入
替
れ
ば
日
本
全
国

薩
南
地
方
に
ま
で
舞
興
行
は
可
能
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
B

｢中
国
さ
し
て
｣
と

書
か
れ
る
と
山
陽
山
陰
す
な
わ
ち
毛
利
氏
管
下
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
本
文
が
限

定
的
固
定
的
に
な

っ
て
小
説
に
近
接
す
る
趣
と
な
る
｡

太
夫
は
多
分
台
本
を
所
持
し
た
か
と
思
う
が
'
そ
の
父
祖
は
能
楽
や
狂
言
役

者
の
如
く
自
作
自
演
の
業
を
徐
々
に
筆
録
台
本
化
し
た
の
で
は
な
い
か
｡

前
掲
笹
野

堅

『
幸
若
舞
曲
集
』
の
歌
謡
を
収
め
た
条
よ
り
そ
の
傍
証
を
あ

げ
れ
ば
､
前
述
の
筑
紫
や
播
磨
の
部
分
､
本
文
の
脇
に
節
付
け
符
号
を
言
わ
ば

6



オ
タ
マ
ジ
ヤ
ク
シ
の
振
り
仮
名
の
如
く
伴
う
｡
文
学
者
に
よ
る
節
づ
け
指
定
は

23

無
理
で
あ
り
,
実
演
者
の
音
声
が
台
詞
と
し
て
紙
面
に
定
着
し
､
後
進
の
た
め

に
発
声
指
定
の
節
づ
け
符
号
が
付
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

幸若 『信田』･大内

結
び

元
来
､
当
座
の
即
興
性
を
お
び
た
芸
能
で
あ
り
､
旅
ま
わ
り
の
出
先
､

例
え
ば
周
防
の
山
口
な
ど
で
当
地
の
め
で
た
さ
を
謡
い
あ
げ
る
､
祝
言
性
を
お

び
た
芸
能
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
｡

【

】
部
分
な
ど
は
旅
の
足
次
第
で
岡
山

に
な
り
島
根
に
な
る
性
質
の
芸
能
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
｡
寺
院
追
求
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
周
防
の
大
内
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
し
'
注
釈
す
る
こ
と
を
提
言

し
て
お
き
た
い
｡
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